
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１. プロジェクトで課題解決の「プロセス」を学ぶ 

 アクティブ・ラーニングでは，能動的に読み，書き，仲間と討論やロール

プレイすることで，思考・判断・表現を重ね，知識・技能・情意すべての面

で成長する「学習のプロセス」が重要である。  のプロジェク

トは，アクティブ・ラーニング，協働学習，課題解決学習の原理を踏まえた

学習プロセスを明示することで，教師と生徒が活動の見通しを共有できるよう配慮している。 

２. プロジェクト学習のプロセス 

 （個人で考え，他者と交流し，共有・発表する）活動は，アクティブ・

ラーニングの活動の典型例だが， のプロジェクトも， 

① 課題について考える 

② 仲間と考えを共有し改善する 

③ 考えを練り直し，共有（発表）する 

というプロセスを採用している。ただし， の前に，そのきっかけになる活動（他者のス

ピーチを聞いてメモを取るなど）を加え，より自然な言語使用に近づけるとともに，学習用の

モデルとともに，思考の素材（ ）も提供しているので，

の段階的構成となっている。また，一連の活動の途中・最後に学習のプロセスの「振り

返り」（ ）を加え，活動に没頭する間には気づかなかったこと

を意識化することもアクティブ・ラーニングのような活動的・経験的学習には重要である。 

３. アクティブ・ラーニングの「主体性」 

 学習者が自ら（みずから）積極的に課題に取り組むことを教師が期待してしまっては，学習

活動は機能しない。学習者たちが自ら（おのずから）参加する思考・判断・表現の場と時間を

創るのが教師の役割・醍醐味だと思う。そのような場と時間を創るため，プロジェクトは，テ

ーマ・トピック，発表スタイル，既習文法や語彙知識等多様な要素を踏まえた段階的な課題解

決プロセスを提示した。また３年間の成長を見通せるよう９回のプロジェクトの構成やバラン

スも考慮しているので，先生がたの評価をぜひ請いたい。 
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学年に 3 回，学んだことの集大成としての表現活動を設定。 

複数の技能を統合的に駆使して，課題に取り組みます。 
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